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12月定例会の報告
　11月29日から12月16日まで、平成28年第５回下呂市議会定例

会を開催しました。初日には人事院勧告を踏まえた職員給与費や勤勉

手当の支給率改正、特別職職員・議員の期末手当支給率の改正に伴う

条例改正や補正予算など14議案を可決しました。また、放課後児童

クラブの対象児童を小学校６年生まで拡充するための条例改正や、南

部学校給食センター改築事業の補正予算５億5152万円など26議案

を委員会付託し、審議の結果最終日に全て可決しました。

上程議案と審議結果

◎全会一致で可決した議案　【市長提出議案】
議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果

下呂大橋耐震補修３期工事請負契約の変更契約の締結について

可　決
（全会一致）

橋桁端部の補強に係る工事費を減額するため、変更契約を行うもの。

下呂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告を踏まえ、下呂市職員の給与制度について総合的な見直しを行うもの。

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
常勤の特別職職員の期末手当支給率を職員と同様に改定するもの。

平成 28 年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
平成 28 年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号）

以上 10 件　人事院勧告を踏まえた職員給与などの補正。

下呂市地域コミュニティ施設設置条例の一部を改正する条例について
公の施設見直し方針に基づき、釜ヶ野集会所を地域に譲与するための条例改正。

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
認知症初期集中支援チーム専門医の報酬額などを定めるもの。

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について
放課後児童クラブの対象児童を小学校３年生から６年生に拡充するなど、条件を緩和するもの。

下呂市工場立地法に基づく準則を定める条例について　
緑地等の設置基準を緩和し、市内における工場の新設、増設を促進するため条例を制定するもの。

下呂市火災予防条例の一部を改正する条例について　
重大違反対象物に対し、公表制度を適用できるよう条例改正するもの。

下呂市学校給食センター条例の一部を改正する条例について　
萩原南中学校と馬瀬中学校の統合に伴い、下呂市馬瀬学校給食センターを平成 29 年 3 月末で廃止するもの。

下呂市体育施設条例の一部を改正する条例について 
馬瀬中学校屋内運動場・屋外運動場を社会体育施設として継続使用するためなどの条例改正。

財産の譲与について　
釜ヶ野集会所を萩原町西上田釜ヶ野組に譲与するもの。
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議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

可　決
（全会一致）

平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）
平成 28 年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
平成 28 年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）　
平成 28 年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）
平成 28 年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）　

補助金などの交付決定に伴う増減、各事務事業の実績と見込みによる増減の補正。

下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

地方公務員の育児休業等に関する法律などの改正により、関係部分を改正するもの。

平成 28 年度下呂市一般会計補正予算（第８号）
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第５号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

給与の未払いが判明したため補正。

平成 28 年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
幸田浄化センタ―脱水機の修繕に伴う補正。

前ページに続き　全会一致で可決した議案　【市長提出議案】

議　　　　案　　　　名

議　　員　　名

審 議 結 果
尾
里
　
集
務

中
島
ゆ
き
子

田
中
　
副
武

今
井
　
政
良

今
井
　
政
嘉

各
務
　
吉
則

宮
川
　
茂
治

中
島
　
博
隆

伊
藤
　
嚴
悟

一
木
　
良
一

吾
郷
　
孝
枝

中
島
　
新
吾

中
島
　
達
也

中
野
憲
太
郎

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○

議
　
　
　
　   
長

可　決
（賛成多数）

市議会議員の期末手当支給率を職員と同様に改定するもの。

下呂市有線テレビ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例について

欠

　
席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
下呂ネットサービスのＩＰ電話サービスを終了するなどの条例改正。

下呂市濁河温泉高原スポーツレクリエーションセンター条例を
廃止する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

５年間の指定管理期間が満了となり、施設を岐阜県に返還し、県が運
用するため条例を廃止するもの。

平成 28 年度下呂市一般会計補正予算（第７号）
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○補助金などの交付決定に伴う増減、各事務事業の実績と見込みによる

増減の補正（詳細はＰ４に記載）。

○…賛成　×…反対◎賛否が分かれた議案　【市長提出議案】

◎報告案件
議　　　　　　　案　　　　　　　名

馬瀬総合観光株式会社の経営状況の報告について
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12
月
13
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

『
下
呂
市
濁
河
温
泉
高
原
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
』（
今
年
度

末
で
５
年
間
の
指
定
管
理
期
間
が
満
了

と
な
り
、
施
設
を
県
に
返
還
し
来
年
度

か
ら
県
が
運
用
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
）

Q　

今
後
の
施
設
運
用
、
市
と
し
て
の

関
わ
り
に
つ
い
て
。

A　

市
と
し
て
は
、
東
京
五
輪
ま
で
だ

け
で
な
く
、
そ
の
先
も
ず
っ
と
運
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
県
に
お
願
い
す
る
。

ま
た
利
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q　

市
と
し
て
５
年
間
に
費
や
し
た
経

費
は
い
く
ら
か
。
温
泉
宿
泊
施
設
の
活

用
を
県
へ
強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

A　

市
は
委
託
料
と
し
て
２
２
５
０
万

円
、
修
繕
費
等
で
２
８
０
０
万
円
負
担

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
温
泉
も
あ
る
の
で
、
ア
ス
リ
ー

ト
以
外
の
一
般
の
方
々
の
利
用
に
つ
い

て
も
県
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　

『
下
呂
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』

（
来
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
対
象
者
を
拡
充
し
条
件
を
緩
和
）

Q　

対
象
児
童
の
定
員
数
、
利
用
料
金

は
ど
う
な
る
の
か
。

A　

対
象
児
童
を
小
学
校
６
年
生
ま
で

広
げ
、
常
設
の
５
ク
ラ
ブ
と
夏
休
み
２

ク
ラ
ブ
の
定
員
数
を
、
従
来
の
１
０
５

名
か
ら
１
９
５
名
に
増
員
し
ま
す
。
ま

た
利
用
料
金
も
改
定
し
、
状
況
に
よ
り

年
間
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
長
期
休
暇

の
み
の
利
用
や
、
一
時
的
な
利
用
も
で

き
る
よ
う
条
件
を
緩
和
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
14
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
に

付
託
さ
れ
た
11
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
に

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　

12
月
15
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
14
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

一
般
会
計　

補
正
額　
　
　
　

８
億
９
９
８
２
万
円

補
正
後　
　

２
３
７
億
２
２
２
１
万
円

９
特
別
会
計　

補
正
額
（
７
特
別
会
計
）

△
４
９
３
７
万
円

補
正
後　
　

１
３
０
億
７
９
３
８
万
円

　
３
企
業
会
計　

補
正
額
（
２
企
業
会
計
）３

２
２
８
万
円

補
正
後　
　
　

２
１
億
９
０
８
９
万
円

県に返還する下呂市濁河温泉高原
スポーツレクリエーションセンター

■
歳
入

◎
基
金
繰
入
金（
財
政
調
整
基
金
）

 

１
億
円

■
歳
出

◎
庁
舎
・
振
興
事
務
所
整
備
事
業（
下

呂
総
合
庁
舎
職
員
駐
車
場
整
備
、

他
）  

　
１
２
２
６
万
円

◎
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業  

寄
付

者
へ
の
記
念
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

２
１
４
万
円

◎
金
山
地
域
将
来
プ
ラ
ン
策
定
事
業

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
い
発
生

す
る
諸
問
題
に
対
応

 
 

１
０
０
０
万
円

◎
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
費

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
臨
時
福
祉

給
付
金
　
　
　
１
億
６
３
１
万
円

◎
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　

Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
選
果
場
整
備
補
助
金

　
１
億
２
３
５
８
万
円

◎
学
校
給
食
支
援
事
業
　
天
候
不
順

に
よ
る
野
菜
価
格
高
騰
影
響
分
な

ど
に
対
し
補
助
　
　
３
８
５
万
円

◎
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事

業
　
鉄
骨
平
屋
建
て
７
９
７
㎡

 

５
億
５
１
５
２
万
円

◎
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
導
入
　 

宿
日
直
業
務
集
約
化
に
伴
う
振
興

事
務
所
へ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備

導
入　
　
　
　
　
　

５
６
７
万
円

◎
小
坂
地
域
防
火
水
槽
整
備
事
業

　 

　

５
８
９
万
円

一
般
会
計
補
正
の
主
な
も
の
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産
業
経
済

  
常
任
委
員
会

　

12
月
14
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
１
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

『
下
呂
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則

を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
』（
工
場
立
地

法
に
定
め
る
緑
地
等
の
基
準
を
緩
和
）　

Q　

下
呂
市
で
該
当
す
る
工
場
は
あ
り

ま
す
か
。

A　

対
象
工
場
は
市
内
６
社
あ
り
ま

す
。
１
社
か
ら
緑
地
面
積
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
萩
原
町
羽
根
の

飛
騨
農
業
協
同
組
合
ト
マ
ト
選
果
場
の

施
設
を
、
新
し
く
整
備
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
の
「
産

地

パ

ワ

ー

ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
」
を

活
用
し
て
実

施
す
る
も
の

で
、
12
月
補

正
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

付
託
さ
れ
た
１
議
案
は

可
決
す
べ
き
も
の
に

【
11
月
１
日
～
２
日
】

◆
視
察
先

　

福
井
県
若
者
定
住
支
援
課　

◆
目　

的

　

下
呂
市
の
人
口
減
少
対
策
を
検
討
す

る
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
福
井
県
の
移

住
・
定
住
の
取
り
組
み
を
視
察

◆
内　

容

　

福
井
県
で
は
、
平
成
27
年
６
月
に
福

井
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
「
求

人
開
拓
員
」
と
「
移
住
相
談
員
」
の
職

員
を
増
員
す
る
こ
と
で
、
相
談
者
に
対

し
て
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能

と
な
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

定
住
対
策
と
し
て
、
高
校
生
と
そ
の

親
に
地
元
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
視
察
や
交
流
を
行
っ
て
い
る
こ
と

や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
り
方
や
、

新
規
就
農
者
支
援
に
努
め
る
こ
と
も
必

要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

子
育
て
世
代
の
女
性
就
業
率
が
72
％

（
全
国
１
位
）、
共
働
き
世
帯
が
59
％
で
、

子
育
て
モ
デ
ル
企
業
の
認
定
制
度
が
後

押
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県
外
在
住
女

性
の
中
途
採
用
を
進
め
る
県
内
企
業
支

援
制
度
「
プ
ラ
ス
１
女
性
雇
用
企
業
支

援
事
業
」
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
子
育

て
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
当

委
員
会
も
下
呂
市
の
移
住
・
定
住
の
施

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
視
察
先

　

加
賀
市
子
育
て
支
援
課

◆
目　

的　

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
各
種
子
育
て

支
援
を
実
施
し
て
い
る
加
賀
市
の
状
況

を
視
察

◆
内　

容

　

人
口
６
万
９
０
１
６
人
の
加
賀
市
は
、

人
口
減
少
対
策
室
を
立
ち
上
げ
、
子
育

て
支
援
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
３
１
０
億
円
の
う
ち
、

子
育
て
支
援
予
算
が
48
億
円
と
高
く
、

そ
の
内
容
は
保
育
料
の
軽
減
、
高
校
生

ま
で
医
療
費
無
料
化
、
第
３
子
以
降
の

学
校
給
食
費
、学
童
保
育
料
の
無
料
化
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
へ
の
助
成
な

ど
数
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
、
一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
が
充
実
し
て
お
り
、

共
働
き
世
帯
を
支
え
て
い
ま
す
。
子
育

て
支
援
に
対
す
る
市
の
方
向
性
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　
◆
視
察
先

　

福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

◆
目　

的

　

地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
内　

容

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
大
切
さ
、

屋
外
で
避
難
す
る
場
合
の
心
構
え
な

ど
、
防
災
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
丁
寧
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
普
段
か
ら
災
害

に
対
す
る
心
構
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

羽根トマト選果場

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

移住相談員などを配置する
福井Ｕターンセンタ―

福井市防災センター

市
外
視
察




